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We applied SHRIMP zircon U-Pb age dating to garnet-cordierite gneisses and orthopyroxene felsic gneiss in
Filchenerfjella and Hochlinfjellet in the central Dronning Maud Land (CDML), East Antarctica. Samples collected
from Filchnefjella, two concordant age populations of 1088–1130Ma and 522–525 Ma were commonly obtained.
Zircons in the Hochlinfjellet samples yielded a concordant age of ca. 600 Ma, and one of them show significant age
population at 633 Ma. Obtained age data of 522–525 Ma from Filchnefjella is correlative to age of the Pan-African
II event that characterized by an orogenic collapse, isothermal decompression, and voluminous magmatic activity
(Jacobs et al., 2003). The ca. 600 Ma ages obtained from Hochlinfjellet are interpreted as metamorphic event, and
have not previously been recognized in the CDML inland nunatak. Further studies to understand the linkage
between critical timing of metamorphic events and its geological implications, may reveal a definitive correlation
and contribute to the understanding of the ancient collisional orogen.

東南極中央ドロンイニングモードランド（CDML）は，東ゴンドワナと西ゴンドワナの衝突により形成された造山
帯である．Jacobs et al.(1998)は，この衝突による造山運動を East Africa - Antarctic Orogen(EAAO)と呼び，東アフリ
カ，マダガスカル，南インドに連続することを示した．これまで演者らは EAAO中央部に位置する東南極の
CDMLを対象に変成作用，変成年代に関する研究を行ってきた．CDML沿岸露岩（Schirmacher Hills地域）に分布
する変成岩には等圧冷却過程を示唆する変成組織が認められ，変成ピークの温度条件は 950℃以上であることを報

告した（Baba et al., 2006, 2008)．また，含サフィリンザ
クロ石斜方輝石グラニュライトと黒雲母角閃石片麻岩

の２試料を対象に SHRIMPジルコン U-Pb年代測定を
行った結果，約 650Maの年代値が得られ，変成ピーク
直後の年代であることを報告した(Baba et al., 2010)．こ
の年代測定結果は Schirmacher Hills地域を東アフリカ
の Neoproterozoic Nappes (Bingen et al., 2009)に対比する
モデルに調和的である．同時期の年代値を示す変成岩

類は，マダガスカル南部(Jon and Schenk, 2008)やタンザ
ニア東部(Appel et al., 1998)からも報告されている．さ
らに，これらの変成岩類には等温冷却過程を示唆する

変成組織が報告されており，類似したテクトニクス場

で変成作用が生じたことが想起される．

　一方， CDML内陸山地に産する変成岩類には，等
温減圧~加熱減圧を示す変成組織が広く確認される

(Owada et al., 2003; Baba et al., 2008)．このことは，内陸
山地と沿岸露岩に産する変成岩が，それぞれ異なるテ

クトニクス場で形成した可能性を示唆している．

Jacobs et al. (2003)は CDML内陸山地に露出する含ザクロ石優白質岩, チャーノカイト質片麻岩，含ホルンブレンド
優白質岩について， SHRIMPジルコン年代測定を行った結果，560－550Maと 520－480Maの 2時期に変成作用に
由来するジルコンが形成したことを報告した．彼らはこれを Pan-African I（c. 560Ma)，Pan-African II(520~480Ma)



に区分し，前者は大陸衝突と角閃岩~グラニュライト相変成変形作用，後者は造山帯の崩壊(orogenic collapse)，変
成岩の等温減圧（上昇），多量の A-type花崗岩類の貫入で特徴づけられることを論じた．しかし，Jacobs et al.
(2003) の分析した試料にグラニュライト相変成作用を被った痕跡は明白でなく，変成作用と年代の対応について
充分な議論を進めることが出来ない．

　そこで本研究では，２つの内陸山地（Filchenerfjella，Hochlinfjellet）に産するザクロ石－菫青石片麻岩４試料，
含斜方輝石珪長質片麻岩 1試料を対象として，SHRIMPジルコン U-Pb年代測定を行った．今回分析対象とした泥
質片麻岩には減圧過程を示す組織が残されており，測定年代と変成作用との対比が可能と予想される．

 Filchnerfjellaの３試料（泥質片麻岩２試料，含斜方輝石珪長質片麻岩１試料）には 1088－1130Maと 522－525Ma
の２つの範囲にデータが集中する傾向が共通して認められた．一方，Hochlinfjelletの泥質片麻岩２試料の年代値は
598－599Maに集中し，1100Maに近い値は得られなかった．また，このうち１試料には 633Maに明瞭な集中が認
められた．このように，類似した構成鉱物，変成組織を有する変成岩であるにも関わらず，地域間で異なる年代

値を示すことが明らかになった．Owada et al. (2003)は Filchnerflellaに産する変成岩類の等温減圧~加温減圧過程は
大量の火成岩の貫入に起因する可能性を指摘した．Filchnerflellaの年代測定結果，522－525Maは Pan-African II期
に対比することが可能であり Jacobs et al. (2003)の結果に調和的である．一方，Hochlinfjelletに産する泥質片麻岩か
ら得られた約 600Maの年代値は変成年代と解釈されるが，CDML内陸山地からはこれまでに報告されていない．
内陸山地東部のWohlthatmassivに産するアノーソサイトから同様のジルコン年代（約 600Ma)が得られているもの
の，その年代は貫入年代と解釈されている（Jacobs et al., 1998)．また，両地域の間は約 300km離れていることから
も共通するイベントである可能性は低い．今回得られた年代測定結果の意義ならびに変成作用との対応について

検討を進め，東南極に認められる造山運動の詳細を解明することが今後の課題である．
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